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キャリア開発・育成支援

京都大学卓越ワークショップ 2023 を開催 
　2023 年 12 月 27 日に国際科学イノベーション棟において、 

「京都大学卓越ワークショップ 2023」を開催し、約 100 名が参加
しました。本ワークショップは、「壁を超える －大学院横断教育の
展開－」をテーマに、卓越大学院プログラム、博士課程教育リー

ディングプログラム、大学院
横断教育コースに参加する
学生や教職員が一堂に会し、
参加学生が取り組んでいる
研究や活動について、プレ
ゼンテーションや発表を行うとともに、プログラムや研究分野の垣根を越えたつながりを
持つことを目的に実施しました。開会挨拶を行った湊長博 総長は、社会を俯瞰し自分の
立ち位置や他分野との連携を図り、真の意味での良い研究を行う重要性を訴えました。

国際教育支援

2023 度後期文部科学省奨学金留学生予備教育集中日本語コース　 
ポスターセッション及び歓送式を開催 

　2 月 7 日に、2023 年度後期文部科学省
奨学金留学生予備教育集中日本語コース
受講生（日本語予備教育生）のポスター
セッション及び歓送式を開催しました。 
本コースは、京滋地区の大学院に進学予定
の文部科学省奨学金留学生（研究留学生・
教員研修留学生）に対する半年間の集中 
日本語教育を目的としており、毎年 4 月と
10 月に学生を受け入れています。2023 年
度後期は 12 名の学生を受け入れており、 
ポスターセッションでは日本の文 化や 

歴史等についてグループ毎に日本語で発表しました。また歓送式では、宮川恒国際高等教育院長
（副学長）より参加証書が授与されるとともに、日本語予備教育生を代表して3名がスピーチを
行いました。今後、京都大学を含む進学先での更なる活躍が期待されます。

国際教育支援  留学生のリクルーティング

インドからの優秀な留学生獲得に向けて現地でのリクルート活動を実施 

　大学院教育支援機構では、大学院課程のインド人留学生の増加を目的に、1～2 か月の Kyoto University Short-Term 
Academic Research Program（KU-STAR Program）を2024 年度に開始予定です。KU-STAR Programや大学院留学の
紹介のため、2024 年 1月6日〜17日にかけて、デリー、ムンバイ、ベンガル―ル、チェンナイ、チャンディーガルの5 都市でインド
工科大学（Indian Institute of Technology, IIT）をはじめとするトップ大学を平島 崇男 大学院教育支援機構長をはじめ
15名が訪問しました。

●デリー（1月6日～9日）

　IIT Delhi 校では、まず、学長や国際担当理事への表敬
訪問を行い、学生・研究交流の促進に向けて意見を交わ
しました。また、物理学部・研究科の学生40名程度に対し
て、本学の工学研究科 鈴木 基史 教授による講義と留学
説明会を行いました。土木工学部・研究科も訪問し、教員
と学生に対して留学説明会を開催しました。どちらの説明
会も終了後に多くの学生から質問があり、本学への留学
に関する関心の高さが伺えました。

　デリーでは、在インド日本国大使館や東京大学インド事務所・JST 事務所、
本学が欧州拠点を置くハイデルベルク大学の南アジア拠点を訪問しインドの
留学事情に関する情報収集を行うと同時に、今後のリクルート活動や学生・
研究交流に資するネットワークを築くことができました。

　さらにインド京大会とは、2020年に京都大学同窓会に登録後、コロナ禍を
経て、初めて本学の教職員が参加する形での同窓会を開催することができ
ました。

●ムンバイ（1月9日～11日）

　IIT Bombay 校でも、国際担当理事、宇宙工学研究科長、土木工学部・
研究科にKU-STAR Programと大学院留学の説明を行いました。KU-STAR 
Program の予備登録者の獲得につながったうえ、村上 章 総合生存学館長

（大学院教育支援機構副機構長）と藤澤 和謙 農学研究科教授が大学院留学
希望者 1 名へ詳細な出願のアドバイスを行いました。また 1 名のポスドクの
受入も決定し、大きな成果を得ることができました。
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国際教育支援   
2024 Amgen Scholars Program（アムジェン・スカラーズ・プログラム）

　世界最大の独⽴バイオテクノロジー企業であるアムジェン
社が設⽴した財団の支援を受けたサマーリサーチプログラム
を2024年も実施します。
　このプログラムは理系分野の学部生を対象とし、参加大学・ 
研究機関において最先端の研究に触れる機会と、次世代を担
う科学者となる⾜がかりを提供することを目的としています。 
ハーバード大学やケンブリッジ大学をはじめとする世界有数
の大学・研究機関が受入先として参加しており、日本では
本学と東京大学が実施しています。

　2023 年は全世界の大学の学部在籍者から400 名を超え
る応募がありました。2024 年はアムジェン財団の意向で、
本学を含むアジア4 大学はアジアの大学の学部在籍者限定
で募集する事となりましたが、合計 290 名の出願があり、
特にインドからの出願の多さが顕著で、アジアの学生の関心
の高さが顕在化されています。
　今後学内で選考を進め、３月末までに最大 13 名の参加
学生を決定します。プログラムの実施期間は６月７日から
８月２日です。

国際教育支援  留学生のリクルーティング

インドネシアを訪問し 
政府奨学金の活用に関する協議を実施

　2024 年 1月17日から22日にかけて、インドネシアを訪問し、イン
ドネシア政府および在インドネシア大使館との意見交換を行いました。
インドネシア政府奨学金を活用したインドネシア学生の本学への受け
入れについて話し合われ、奨学金の利用方法や本学の国際プログラ
ムへの適用に関する具体的な調整が行われました。
　また、インドネシア京都大学同窓会（HAKU）やインドネシア元日本
留学生協会との会合も行い、留学生リクルート活動や奨学金活用に
ついて意見交換が行われました。
　さらに、京都大学化学研究所が主催する留学生リクルートイベント

「Talent-Spot」にも参加し、本学での生活や奨学金についてプレ
ゼンを行い、参加学生から寄せられる質問にも丁寧に答えました。

●ベンガルール（1月10日～11日）

　ベンガルールは生命科学分野の研究機関が集積して
おり、石川 冬木 学術研究展開センター長や iCeMS の
Namasivayam 講師らがインド理科大学院（IISc）などの
訪問先で歓迎されました。IIScの教員との学術シンポジウム
の開催準備を進めることとなったほか、眼科病院を併設する
民間の研究所 Narayana Nethralaya Foundationでは
石川センター長の記念講演と留学説明会に 80 名近くの
学生が集まりました。他にも、スタートアップ支援を行う機関
へも訪問しました。

News Letter     March, 2024     Vol.6News Letter     March, 2024     Vol.6

（前ページからの続き）

●チェンナイ（1月12日）

　IIT Madras校と州立のAnna大学を訪問しました。Anna
大学で企画した留学説明会には近隣の大学からの参加者も
あり、多くの学生へKU-STAR Programを紹介することがで
きました。

●チャンディーガル（1月9日～11日）

　鈴木 工学研究科教授が IIT Ropar 校を訪問し、共同研究
に向けた打合せを行うとともに、講義や学生との交流を行い
ました。

＊　＊　＊

　今回は縄田 栄治 国際戦略本部 ASEAN 拠点長も渡航し、学外からは文部科学省高等教育局 参事官（国際担当）付 留学生
交流室の下岡室長、JST の西川アドバイザーも参加しました。国策としてインドからの留学生数の増加を目指す中、全学を挙げ
ての本学の取組を強く印象付けることができ、オールジャパン体制での取組拡大が期待されます。


